
福島第一原子力発電所１～３号機の原子炉停止時の放射福島第 原子力発電所 号機 原子炉停 時 放射
性物質（ヨウ素１３１、セシウム１３７）の量について
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１２日に公表した「東北地方太平洋沖地震による福島第一原子力

発電所の事故 トラブルに対するINES（国際原子力 放射線事象評価

原子力安全・保安院

発電所の事故・トラブルに対するINES（国際原子力・放射線事象評価

尺度）の適用について」で記載した福島第一原子力発電所の原子炉

から大気中への放射性物質の総放出量については、以下の原子炉

停止時の放射性物質の量を踏まえて算出しています。停 放 物質 踏 算 す。

放射性
原子炉停止時の
放射性核種の量

想定放出量※放射性
核種

放射性核種の量

（ベクレル）

想定放出量
（ベクレル）

ヨウ素１３１ 6.1×1018 1.3×1017

セシウム１３７ 7.1×1017 6.1×1015

（ヨウ素１３１換算値） ― 2.4×1017

合計 ― 3.7×1017

※ ４月１２日公表済み



放射性物質の大気中への放出経路の例

実測されている圧力、温度等のデータが再現され
るように事象の進展状況を検討し、事象進展に伴
う放射性物質の移行・放出を解析

よう素、セシウム等の
大気中への放出

う放射性物質の移行 放出を解析

２．原子炉容器内におけるよう素、
セシウム等の沈着

２．原子炉格納容器内における
よう素 セシウム等 沈着

１．燃料温度の上昇に伴い、
燃料ペレットからのよう

よう素、セシウム等の沈着

安全弁開
燃料ペレットからのよう
素、セシウム等の放出

３．圧力抑制プール水へのよう素、
セシウム等の溶け込み


